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一

ら だ で 他 Ａ 受 る が ｆ る 忘 た ａ

個 っ 身 最 者 け こ と 『 「 社 れ せ お

人 た に 初 危 て こ 考 機 共 会 て い 金

の 。 つ の 害 の か え 械 通 し で や

自 他 け 自 の Ｂ 内 ら ら 論 し ｇ ま 、 利 ｂ

由 者 た 由 原 容 は れ 的 た っ 自 便

が と は の 則 で 、 る 世 論 た 然 性

可 の ず 感 あ 自 。 界 旨 行 と の

能 関 だ 覚 解 Ｃ れ 分 」 観 は ｈ き の み ｃ

に わ 。 は 放 ば の で 』 『 詰 向 を

な り 他 他 感 よ 意 あ よ 生 ま き 追

る が 者 人 と い 見 る り 命 り 合 求

の あ が と 不 Ｄ 。 を 。 、 論 ｉ つ い し ｄ

だ る 前 の 安 5 書 5 実 的 つ 方 て

。 か 堤 間 定 点 く 点 態 世 あ を き

感 。 に 界

Ｅ 一 合 観 ｊ ｅ
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「

最

初

の

自

由

の

感

覚

は

他

人

と

の

間

で

身

に

つ

け

た

。

」

が

書

け

て

い

れ

ば

（

４

点

）

「

他

者

と

の

か

か

わ

り

が

あ

る

か

ら

自

由

が

可

能

に

な

る

。

」

が

書

け

て

い

れ

ば

（

４

点

）

合

計

８

点
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々

か

か
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問

三

問

四

ウ

隠

精

妙

ウ

エ

ア 問

十

二

と

ら

か

た

ま

り

ア

　

一

段

落

目

は

「

生

命

論

的

世

界

観

」

が

「

機

械

論

的

世

界

観

」

よ

り

優

位

性

が

あ

る

と

い

う

内

容

で

あ

れ

ば

マ

ル

で

配

点

が

５

点

。

二

段

落

目

は

、

一

段

落

を

受

け

て

の

意

見

で

あ

れ

ば

五

点
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２
０
２
３
年
度
入
試
問
題
（
１
期
）
国
語 

解
答
と
解
説 

〔Ⅰ

〕（
合
計
６
２
点
） 

問
一 

ａ
絶
滅 

ｂ
供
給 

ｃ
に
な 

ｄ
か
か 

ｅ
徐
々
（
徐
徐
も
可
）（
５×

２
点
＝
合
計
１
０
点
） 

問
二 

ウ
（
３
点
） 

 
 

 

ウ
だ
け
が
「
生
命
論
的
世
界
観
」
に
つ
い
て
の
内
容
で
は
な
い
。 

問
三 

ア
（
３
点
） 

 
 

 

つ
な
ぐ
言
葉
の
前
が
否
定
的
な
内
容
、
後
が
肯
定
的
に
と
ら
え
る
内
容
。
逆
説
の
関
係
。 

問
四 

エ
（
３
点
） 

 
 

 

筆
者
は
「
第
一
次
産
業
の
人
々
の
言
葉
が
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
人
々 

の
発
言
を
「
印
象
的
」
と
感
じ
て
い
る
。 

問
五 

お
金
や
利
便
性
の
み
を
追
求
し
て
き
た
せ
い
で
、
自
然
と
の
向
き
合
い
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
行 

き
詰
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
（
内
容
が
合
っ
て
い
れ
ば
５
点
） 

問
六 

ウ
（
３
点
） 

 
 

 

根
拠
と
し
て
一
番
適
切
で
明
確
な
の
が
ウ
。 

問
七 

ｆ
隠 

ｇ
精
妙 

ｈ
と
ら 

ｉ
か
た
ま
り 

ｊ
混
（
５×
２
点
＝
合
計
１
０
点
） 

問
八 

ウ
（
３
点
） 

 
 

 

ウ
の
「
ネ
ズ
ミ
が
食
べ
た
エ
サ
は
体
内
で
す
ぐ
に
燃
焼
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
は
彼
は
考
え
て
い
な
い
。

 

問
九 

エ
（
３
点
） 

 
 

 

原
因
結
果
の
関
係
で
は
な
い
。
前
後
が
逆
の
関
係
で
は
な
い
。
前
述
の
事
柄
を
受
け
て
、
あ
と
に
続 

け
る
と
き
に
用
い
る
使
い
方
で
あ
る
の
で
、「
さ
て
」
が
正
解
。 

問
十 

ア
（
３
点
） 

 
 

 

前
の
内
容
と
後
の
内
容
が
相
反
し
て
い
る
の
で
、「
予
想
に
反
し
て
」
が
正
解
。 

問
十
一
ア
（
３
点
） 

 
 

 

予
想
外
の
内
容
が
続
く
の
で
、「
不
思
議
な
の
は
」
が
正
解
。 

問
十
二
イ
（
３
点
） 

 
 

 

最
も
大
切
な
側
面
は
、「
入
れ
替
わ
り
変
化
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
衡
状
態
が
保
た
れ
て
い
る 

こ
と
」。 

問
十
三 

「
共
通
し
た
論
旨
は
『
生
命
論
的
世
界
観
』
の
方
が
『
機
械
論
的
世
界
観
』
よ
り
、
実
態
に
合
っ 

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
で
あ
る
。（
１
段
落
目
）
５
点 

 

２
段
落
目
は
、
１
段
落
目
の
論
旨
が
正
し
い
場
合
に
、
そ
の
論
旨
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
見
が
書 

け
て
い
れ
ば
マ
ル
。
５
点 

合
計
１
０
点 

 

〔Ⅱ

〕（
合
計
３
８
点
） 

問
一
Ａ
ウ 

順
接
の
関
係 

Ｂ
エ 

言
い
換
え 

Ｃ
イ 

前
に
述
べ
た
事
柄
を
受
け
て
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
順
当
に
起
こ
る
内
容
を
導
い
て
い
る
の



で
、「
だ
か
ら
」
が
正
解
。 

Ｄ
ア 

前
後
が
逆
の
内
容
。
逆
接
。 

Ｅ
オ 
前
の
内
容
を
前
提
と
す
れ
ば
と
い
う
つ
な
が
り
の
関
係
な
の
で
、
「
だ
と
す
れ
ば
」
が
正
解
。 

（
５×

３
点
＝
合
計
１
５
点
） 

問
二 

イ
（
３
点
） 

 
 

 

繰
り
返
し
の
内
容
に
な
る
の
で
、「
蛇
足
」
が
正
解
。 

問
三 

エ
（
３
点
） 

 
 

 

前
の
内
容
を
後
で
抽
象
化
し
て
い
る
。「
抽
象
的
」
が
正
解
。 

問
四 

開
放
感
と
不
安
定
感
（
３
点
） 

 
 

 

８
文
字
で
の
表
現
は
「
開
放
感
と
不
安
定
感
」
し
か
な
い
。 

問
五 

他
者
危
害
の
原
則
（
３
点
） 

 
 

 

「
他
人
に
と
っ
て
害
に
な
ら
な
い
限
り
は
、
自
由
を
認
め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
方
を
表
現
し
た 

言
葉
。 

問
六 

エ
（
３
点
） 

 
 

 

該
当
す
る
言
葉
は
「
マ
イ
ナ
ス
」
を
示
す
言
葉
。「
マ
イ
ナ
ス
」
を
示
し
て
い
な
い
言
葉
は
「
身
内
」

だ
け
。
正
解
は
エ
身
内
。 

問
七 

最
初
の
自
由
の
感
覚
は
他
人
と
の
間
で
身
に
つ
け
た
は
ず
だ
。
他
者
が
前
提
だ
っ
た
。
他
者
と
の
関 

わ
り
が
あ
る
か
ら
個
人
の
自
由
が
可
能
に
な
る
の
だ
。 

「
最
初
の
自
由
の
感
覚
は
他
人
と
の
間
で
身
に
つ
け
た
。」
が
書
け
て
い
た
ら
４
点
。「
他
者
と
の
関 

わ
り
が
あ
る
か
ら
個
人
の
自
由
が
可
能
に
な
る
。」
が
書
け
て
い
れ
ば
４
点
。 

合
計
８
点 


